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素技術、2) マイニングと情報統合に関わる応用研究、3) 情報統合基盤システムの研究開発、の 3つの視点
より研究を行った。






































































    
ﬀﬂﬁﬃ !" #$%&'( )*+ ,-./,.0,-.12, )34
5*)6 ,3.789
:	 ; < = 

























ﬁ"ﬁ" />&'( 2)*+ 5
**25O)4
5  ,
);65 n ,3 .?8, D2,-
.@,  9






























































提案手法では、高次元データを空間 [0, 1]D へ正規化し、座標空間を B
ブロックに等分割する (例：B = 10)。それぞれの分割点は t/Bとなり、
























加味した S-BITSの改良手法の提案を行った (図 4)。鮮度
の有無は、ページの鮮度の有効期間を考慮し、直近のブッ
クマークからの経過時間を基に推定した。活性度は、ページの平常時のブックマーク頻度を基準とし、ブッ




















特に、今年度は (2)に関する研究を中心に推進した。具体的には、我々が提案する HTML要素や XML
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図 6: マルチコア CPUによる Holistic Twig Join
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シー、一貫性を保証するMCDB (Mixed Cryptgraphy Database)を提案した。この手法では、データベー
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